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マ リー ンズの外 国為替論(2)

ーー」 美 彦

V貸 し付け偽装手形

ユ6世 紀 末 の ス コ ラ学 者,T.ウ ィ ル ソ ン(ThClmasWil$on)は,為 替 手 形

(exchangebybills..,cambiumperlitter-as),..J種 類 に区 分 した 。1っ は

真 正 手 形(realexchange...cambiumrealの.で あ り,貨 幣 が 現 実 に交 換 さ

れ る もの で あ る。2っ は 乾 燥 手 形(dryexchang…},..`フambiumsiccum)で あ

り,利 子 を取 る貸 し付 け を偽 装 した もの で あ る 。3っ は 架 空 手 形(fictiousex-

change...cambiumfictum)で あ り,乾 燥 手 形■:=1似て い る が,金 利 が 人 為 的

に操 作 され た もの で あ る(Wilson,Discourse,p:〔:・,302一.109)。 後 の2っ の 為 替

手 形 に は,徴 利 禁 止 法 を潜 りぬ け る 手 段 が 隠 さ れ.て い るの で は な'い か,と い う

の が 当 時 の ス コ ラ学 者 が 抱 く一 般 的 な 疑 惑 で あ っ.た:,:,こ の 点 は,グ レ シ ャ ム の

覚 書 き に お い て も確 認 さ れ る。グ レ シ ャ ムは,真:1]:i.手 形 を 自然 手 形(naturalex-

change)と 呼 び,貸 し付 け を 偽 装 す る 手 形 を 商 人.iill三i形(me:rchants'exchange)

と 名 づ け た 。 そ の 価 値 以 上 の 別 の 貨 幣 を 他 の 場 所 で得 る こ と を期 待 し て,あ る

場 所 で 貨 幣 を 引 き渡 す 商 人 に よ っ て 発 行 さ 泊.る の が,こ の 商 人 手 形 で あ る,と

彼 は 決 め つ け た(deRoover,Gresham,p.96)。

16・17世 紀 の 典 型 的 な 為 替 手 形 の 仕 組 み は,ド ・ル … ヴ ァ … の説 明 に よれ ば

以 下 の 通 り に な る(deRoover,乃 鉱,PP.99-1(　 :))。 ア γ ト'フ ー プ に7レrミ ッ

シ ュ貨 の バ ラ'/7,を も っ て い るFン ドン の 商 人 が,そ の バ ラ ン ス を ロ ン ド ンで

営 業 ず る外 国 銀 行 に ス タ ー リ ン グ 対 価 で 売 ろ う とず る と.き,そ の 取 り引 き ほ.

ア ン トワ ー プ 宛 て,フ レ ミ ッ シ ュ 貨 建 て,フ レ ミ:ヅシ 』.貨 払 い 手 形 を,Pン ド

ン の 外 国 銀 行 に 売 却 す る とい う形 を取 る。 こ の 場 合,手 形 を売 る ロ ソ ドソ の 商
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人 は 為替 手 形 の 「振.り 出 し人」(drawer)「::.あ},、 ス タ ー リン グ貨 を得 る意 味

で 「貨幣 獲 得 人」(taker)で あ るbこ の ロ:1・ドン商人 の手 形 を購 入 す る外 国銀

行 は,手 形 を対価 に ス タ ー リン グ貨 を提供 す るの で 「貨幣 引 き渡 し人」(deliv-

erer)と な る。 この銀 行 は,ア ン トワー プに フ レ ミッシ ュ貨 を送 金す る必要 が

あ って,こ の手 形 を購 入 したの で あ るか ら,同 時 にr送 金人 」(remitter)で も

あ る。 この手 形 は,外 国 銀 行 の ア ン トワー プに お け る代理 人 に送 付 され る。 銀

行 の 代理 人 は,手 形 に貨 幣 受領 者 で あ るこ とが 明示 され,コ ・一ザ ソス後 に,同

じ く ロン ドン商 人 の ア ン トワー プに お け る代狸 人 か らフ レ ミッ シ ュ貨 を入手 す

るの で,「 受 け取 り人 」.(payee)と な る。 ・::ソドン商人 の ア ン トワー プに お け

る代 理人 は,ロ ン ドン商 人 に よ って,外 国鍮 行 の ア ン トワー プ にお け る代理 人

に フ レ ミ ッシ ュ貨 を支 払 うよ うに、・ロン ド:1・商 人 か ら指 示 され る とこ ろが ら,

為 替 手形 の 「名 宛人 」(draviee)と な り,そ れ は,プ レ・ミ ッシ ュ貨 の 「支払 い

人」(payer)で もあ る。 つ ま り,工6・17世li…ilの ロ ニ/ドン ・ア ン トワー プ間 の為

替 手 形 とは,外 国 で,外 国 通貨 に よる支払 い を約 束 した支 払 い指 図証 書 の1種

だ った の で あ る。

ド ・ル ー ヴ ァーは,つ ぎ の よ うな為 替手:形 を例 証 と して挙 げ て い る。 それ は,

イ タ リア商 人 が 振 り出 した手形 で あ る。

Adi14Marzo1611
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1611年3月14日 付

ロ ン ド ン に て £69.15.7.1〆 ・・.・F1・33.9

こ の 第 工の 為 替 手 形 は,在 イ ン グ ラ ン ドの フ ラ ン.升 ・・ス コ ・ ピ ン ト氏 か ら 受 け 取

っ た 額,£69.15s.7a.St.を,£1.s亡.当 た り33s.9d.1;lr,で,半 月 の ユ ー ぜ ソ ス で フ

ラ ン チ ェ ス=z・ ロ イ ス ・セ ラ 氏 に 支 払 う こ と を 示 す1..そ の 支 払 い は 我 々 の 勘 定 に つ

け て お い て い た だ き た い 。

あ な た に 神 の お 加 護 を 。

ジ オ バ ン ニ ・カ ラ ン ド リ ー・.==と.7ィ リ ッ ポ ・ブ ル ラ マ チ

引 き 受 け 人 … … …

[裏 面]バ ル サ ザ ー ル ・ア ン ド レ ア へ 。

第1ア ン ト ワ ー プ1].7.15.〔 〕

こ こ で.「 貨 幣 獲 得 人 」(taker)と 手 形 「振 り出 し人 」(d】rawer)は ,ロ ン

ド ンで 営 業 し て い る マ ー チ ャ ン ト ・バ ン カ ー の ジ.オ バ ン ニ ・カ ラ ソ ドリ 一 二 と

フ ィ リ ッ ポ ・ブ ル ラ マ チ,「 支 払 い 人 」(payer);:」:: 、 ア ・γ トワ ー プ の ・ミル サ ザ

ー ル ・ア ン ド レ ア
,「 貨 幣 引 き渡 し人 」(deliver!】:・)1ミ 丈,ロ ン ド ン の フ ラ ン

チ ェ ス コ ・ピ ンL「 受 け取 り人 」(payee)は:ア ン トワ ー プ の フ ラ ン チ

ェ ス コ 。ロ イ ス ・セ ラ,で あ る。 ロ ン ドン で 融 資 を受 け た ス タ ー リ ン グ 貨 、

£69.15s.7d.St.は,15日 間 の コ・一 ザ ン ス(messouso)c)後,21st.当 た り £33 .9d.

gr.の 交 換 比 率 に 基 づ い て,ア ン トワ ー プ で フ レ ミ ゾ ン晶貨 で 支 払 わ れ る。 そ

の 額 は,£117。15s.gr.に 相 当 す る9>。

9)こ の 手 形 の 振 り 出 し人 で あ る ジ ォ ヴ ァ ンニ ・カ ラ ン ド リ・..…=・と フ ィ リ ッポ ・ブ ル ラ マ チ は,ロ

ン ドン に 在 住 す る 有 力 な イ タ リア人 マ ー チ ャ ン ト ・バ ン カ ー で あ っ た(Judges ,1926,PP.285-

300;EncyclopaediaoftheSocialSciences;.III,エ935 ,P.76)、,彼 ら は,義 理 の 親 子 で あ り,

ブ ル ラ マ チ は,プ ロ テ ス タ ン トに 改 宗 した た め に,ロ ーr7…甑 皇 か らル ッ カ(Lucca)を 追 わ れ た

(1550年 頃)貿 易 商 人 の 一 族 の 子 孫 で あ る。 彼 は,当 時-;f1==・テ ス タ ン トの 町 で あ っ た セ ダ ン

(Sedaの に 生 ま*..1605年 に義 父 と と も に1・ ン ド ン で銀 葉:二:ii!r設立 した 。 彼.は ま た,工613年 か ら

1633年 ま で イ γ グ ラ ン ド王 室 の金 融 上 の代 理 人 を も務 め る 　]二どα)汰物 で あ っ た。 た だ し.彼 は 王

室 に 貸 し込 み す ぎて 破 産 し,1644年 に 死 去 し て い る。 支 払 い人 のメ ル サ ザ ー ル ・ア ン ド レ アは,

ス ペ イ ン系 リ ア ン1・ ワ ー プ 商 人 て あ っ た。16/L1年 時 点 で は,.:ら.L・ラ}マ.テの.ノ'ン〆トワ ー プ 代 理 人 で あ

っ た が,1622年 に 破 産 して い る。

他 の2人 に つ い て は,ス ペ イ ン人 か ボ ル トがル 人 か で あ1!il'〕と推 察 さ れ る が,そ の 他 の こ と は

な に も分 か っ て い な い(deRoover,Gresham,p,ユ25)。
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この手 形 は,ス タ ー リングで建 て値 されLて:いる。 当 時 の ロ ン ドン ・ア ソ トブ

ー プ間 の為 替 手形 は,ど ち らの地 で振 り出.i5:れた もの であ って も,ス タ ー リγ

グ建 て で あ った 。 「我 々の勘定 」@o醐Olコ1::四 切 とい う用 語 は,「 あ なた の勘

定」(vostrocanto)に 対 立 す る もの で,こ の場 合.,バ ル サ ザ ー ル ・ア ン ドレア

が ブル ラマ チの 代理 人 で あ る こ と を示 して い る。

16世 紀 の為 替 手形 は,し た が って,通 常 の 意味 にお け る為 替 の貸 し付 け が加

味 され た もので あ る と考 え られ る。 この2・.:=:1の機 能 が 分 離す るの ぽ,市 民革 命

後 の ロyド ソの 金 匠(goldsmith)た ちが,内 国 手形 の 割 り引 きをす る よ うに

な って か らで あ る。 しか し、16・17世 紀段 階 で は,手 形 と言 えば 外 国為 替 手 形

の こ とで あ った 。

今 日で は,手 形 を振 り出 して,そ れ を買.。 て も らう人 は,額 面 か ら一定 比率

を割 り引 き され る。 この比;率は つ ね に年 率..:R算:さ れ る。 しか し,16・17世 紀

の為 替 手形 は割 り引 き され ず に,そ の と きi=ゴきの為 替 レー トで売 買 され て い た ・

手 形 を購 入 した人 は 外 国 で のバ ラ ンス を得.ii権 利 を獲 得 した こ とに な るが,外

国貨 幣 を国 内貨 幣 に転 換 で きな い か ぎ り,利 益 の確 定 ば で きな か った。 獲 得 し

た外 国 の バ ラ ンス を国 内貨 幣 に転 化 す る方 法 は,外 国 の正貨 を現 送 す るか,商

品 を輸 入 す るか,再 度,外 国 で逆 の為 替 手ii]iiiを買 うか に よ らね ぼ な らなか った 。

この うち,為 替 手 形 に よ る:方法 が も っ とも:…`.'L:.だった の で,こ の方 法 が もっ と

も多 く使 用 され たの で あ るが.そ り さい.利 益 が上 が るか,損 失 が 出 るか は,

この再 為 替 手形 の価 格 いか ん に よ る。 このノ[[=酪自体 が市 場 に依 存:す るの だか ら,

16・17世 紀 の銀 行 業 務 とは投 機 そ の もの で;:i)つた.,と 見 な して よい 。 つ ま り,

利 益 はつ ね に不 安定 な ものだ った の で あ る.:,利 子(usury)を 取 る こ とが 禁 止

され てい た 中世 にお い て,為 替 業 務 の利 益iii;体が確定 で きない とい う事 実 が,

多 くの教 会 法学 者 に よ って この業 務 を正 当;:1::もの と認 定 させ た ので あ る。 もし,

為 替 手 形 が 割 り引か れ るよ うな こ とが あれ::1二1、.それ は直 接 貸 し付 け で利 子 を取

るの と同 じ く,利 益 が前 もって確 定 され る:;と に な1るの で,そ れ ほ 徴利 とな り,

違 法 と認 定 され た の で あ る(Tawney,int【 ・::lducti〔⊃11[oWilson'sDi∫course)。
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し か し,ウ ィル ソ ン は,ス コ ラ学 者 よ り も徹 底 し て い て,為 替 業 務 そ の もの

も利 子 取 得 行 為 で あ る と非 難 し た 。 銀 行 が 損 を す る確 率ll】こ100に1っ も な い か

ら で あ る,と い う の が そ の理 由 で あ った(WilsOr、Disco:L`ア ∫θ,p.306)。

IV大 陸の銀行家への乏…i漉く

これ らの 大 陸 の 銀 行 家 が 為 替 を 自在 に 操 つ る よ うに な っ た の は.マ リー ソ ズ

に よれ ぽ,ヘ ン リ ーW世 の 時 代 で あ り(Malynes,4`T:reatiseofTripartite

Exchange",HuntingtonLibraryMSl.,ELpp..[6…19,37),ミ ル ズ に よれ ば,

ロ ー マ 教 皇 が そ の 害 悪 を生 み 出 した 元 凶 で あ る(:>1:mes,TheCustomer'sRe一

♪漉,PP.ユ1-12)。13世 紀 の 半 ば に イ ン グ ラ ン ドに 進 出 した イ タ リア の 銀 行 家 が.

ロ ー マ 教 皇 に 聖 職 者 就 任 後 初 年 度 の 収 入(annatξ1… 」),い わ ゆ る ペ テ ロ の 献 金

(Peter'spence)や そ の 他 の 収 入 の 送 金 を 委 託 され て い た 。 こ の よ う な 商 人 が

利 用 で き る為 替 業 務 は,14世 紀 半 ば に は か な り整 備 され て い た 。 銀 行 家 の ほ と

ん どは イ タ リ ア商 人 で あ り,彼 ら は,ブ ル ー ジ 、,...・パ リ,ロ ン ド ン,等,西 ヨ

ー 戸 ッ パ の 金 融 セ ン タ ー に支 店 網 を 拡 大 して い た.、 イ ン グ ラ ン ドの 商 人 が この

よ うな 金 融 セ ン タ ー に接 近 で き る よ うに な っ た の 鴇 よ うや く,エ ド ワ ー ドIV

世,ヘ ン リー 皿 世 の 時 代 に な って か ら で あ る 。 ユ(',11=紀に 入 っ て も イ タ リ ア の

銀 行 家 は,な お ロ ン ドン で 支 配 的 な 地 位 を保 っ て い た 。 著 名 な銀 行 家 と し て,

ボ ネ デ ッ ト ・ス ピ ノ ラ(Benedet.toSpinola:),;・1.、 ラ テ!1オ ・ パ ラ ヴ ィ キ ノ

(HoratioPal:lavicino)カ ミい た 。2人 と も ジ ェ ノ ア 人 で,後 者 は,メ リー 女 王

の 時 代 に ロ ー マ 教 皇 の 銀 行 家 と して ロ ン ドン に 」ぐ・.って き た が,ニ リザ ベ ス 女 王

の 時 代 に プ ロ テ ス タ ン トに 改 宗 した 人 で あ る。 し.か し,:絡 世 紀 に な る と,ウ ィ

リア ム ・レ ー ン(WilliamLane)と か,リ チ.1:一 ド ・グ レ シ ャ ム(Richard

Gresham)(ト ー マ ス ・グ レ シ ャ ム の 父),と い っ.た イ=/グ ラ=/ド の 銀 行 家 も登

場 す る よ うに な っ た(deRoover,OP.`ゴ'.,]P・ ユ〔[::、、 こ の 」:う 灌よ,イ ン グ ラ ン ド

を 本 拠 とす る 銀 行 家 が 増 え る こ とに よ っ て,イ ン.グ ラ ア ドの 個 別 的 利 益 を 主 張

し,外 国 の 大 銀 行 家 の 不 正 な 蓄 財 を 攻 撃 す る と い1:il二i二壌 が 形 成 され る こ と に な
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る。 上 記 の ミル ズ や,ア ー ム ス ト ロ ン グ(Alllmstro:lllg,"Treatise...",p.32)

が そ の 代 表 的 な 論 客 で あ っ た 且。)。

17世 紀 以 前 の 為 替 手 形 は,今 日の 言 葉 で い う フ ァ イ ナ ス 手 形 で あ り,な に か

,具体 的 な 商 品 に 対 し て 振 り出 さ れ る と い っ11、=類い の も の で な く(Tawney,In-

troductiontoWilson,p.73),単 に,外 国 二i:)・.・::ラン ス・を調 整 す る た め に の み,

銀 行 家 相 互 で 振 り出 さ れ る も の で あ っ.た 。:1.4.:ゆ年 に死 去 した イ タ リ ア の フ ラ ン

チ ニ ス コ ・ダ テ イ ニ(FrancescoDatini)、…:.か,メ デ ィ テ ィ家(theMedici)

な ど が そ の 典 型 で あ る。 た と え ば,ブ ル ー ジ ュ に お け る ダ テ ィ ニ の 代 理 人 で あ

った オ ル ラ ンデ ィ ニ家.(the!Or].andini)1≡1:.,当 時,バ ル セ ロナ に ク レ デ ィ ッ

ト ・バ ラ ン ス を も っ て い て,フFr一 レ ン ス に送 金 す る 必 要 が あ っ た と き.フ ロ

ー レ ン ス で バ ル セ ロ ナ 宛 て の 手 形 を発 行 し た
,、フ ロ … レ ン ス で は,バ ル セ ロ ナ

に 送 金 す る 必 要 の あ る商 人 が 多 数 い た か1、》で あ る(cleR。over,op.cit.,P-

105)。

為 替 へ の 反 感 は,大 衆 の 反 感 で もあ っ た が,経 済 メ カ ニ ズ ム に 対 す る無 知 も

一 役 買 っ て い た こ と も確 か で あ る(必 砿
,p..:[06)。 し か し,メ カ ニ ズ ム を 熟 知

.し て い た 論 者 で す ら,同 様 に 為 替 に対 す る憎 悪 を 顕 わ に して い た の が,16・17

世 紀 の イ ン グ ラ ン ドの 状 況 で あ った 。 そ れ に して も,為 替 手 形 に 対 す る反 感 は,

イ ン グ ラ ン ドで と く に 強 か っ た と い う背 景 に は な に.かこあ る の だ ろ うか 。 イ タ リ

ア の 銀 行 へ の イ ン グ ラ ン ド人 の 反 感 は 伝 統il七1な もの で あ っ た 。 大 衆 は も と よ り,

政 府 に 近 い 立 場 に い る人 ほ.ど,そ の 反 感 は:i:ii;か.つた:.。説 明 の つ か な い正 貨 流 出

工0)ド ・ル ー ヴ ァ ー は,イ ン グ ラ ン ドで は 金 匠 が 銀 行;liき務 の 備 矢 で あ る とす る通 説 に 反 対 す る(de

Roover,Gresham,p.102)。.ド ・ル ー ヴ ァ ー が:〔…il説と し'て:上げ て い る 論 者 は ロ イ ド ・ ミ ン ト

(Mints,L.W.,AHistoryofBankingTheoryitGreatBritainandtheUnitedStates,

Chicago,1949,p.13)と フ ェ ヴ ァ イ ェ ァ ー(Fea.'i・el…」ryear,ThePoundSterling,PP.9ユ ー95;

邦 訳,121-34ペ ー ジ)で あ る。 市 民 革 命 直 前 の 時 期 に,金 匠 が 預 金 振 り替 え業 務,発 券 業 務,内

国 手 形 割 り引 き,等 々 の 新 しい.種類 の銀 行 業 務 を 毒};入.した こ.とは 確 か で あ る。 しか し,銀 行 業 務

の 主 た る 内容 を為 替 手 形 取 り引 き に 置 くな らば,イ ア グ ラ ア ドで は,市 民 革 命 よ り も数 世 紀 も前

に 発 生 して い た こ と に な る。 少・な く と も,エ リザ ベ.フ・鋳 代 にll・δい て,'銀 行 家 と は 為 替 取 り扱 い 業

者 と同 義 だ った の で あ る(Richard,1.929,p.2)。ll…1商 ≡E義者 に と っ て の 銀 行 とは そ の よ う な 意

味 で あ った 。
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が 中世 以来 ず っと継 統 してい た.こ とへ の 恐怖 感 かIi・プiぎて い 三ものだ ろ うが,正 貨

流 出 が ア ン トワー プの銀 行 家 の陰 謀 であ る とい うliil情は,16・17世 紀 イ ン グ ラ

ン ドの 国民 的 感 情 だ った ので あ るm。

エ ドワー ドIV世 の 時 代 に入 る と,羊 毛 に代 わ って毛 織 布 が主 力工 業 にな りっ

つ あ り,そ の主 要 市場 で あ る低地 諸 国 の 貨幣 状 況 が,イ ン グ ラ ン ドの毛織 物 の

消 費 を大 き く左 右 す る よ うに な って いた 。 ま た,;ii=内 生 産価 格 の調 整 が困 難 で

あ った こ とか ら,輸 出 が伸 び るか否 か は,イ ン グラ ン ドの為 替 の動 向 に左 右 さ

れ て い た。 加 えて,利 子 取 得 の禁 止 体 制 を潜 り抜踊 るた 占1)に生 み出 され た為 替

手形 を振 り出す こ とに よ って,短 期 の資 金調 達 を行 な うとい う こ とが 一般 的 で
る

あ った状 況下 で は,資 金 調 達 の必 要 性 が 高 まれ ばliilま:るほ ど,為 替 へ の関心 も

それ だ け大 き くな った の も当然 だ ろ う、,

16世 紀 の イ ング ラ ン ドでは,輸 出業 務 の ほ とん.どは イ=・/グラ ン ドの貿 易 商人

に担 われ て いた が,輸 入 業務 につ いて は イタ リア.人,ス ペ イ ン人,フ ラ ン ドル

人 の掌 中 に あ った 。 イ ン グラ ン ドの貿 易 商人 は,ブ ラ.ッ ク ゥ ェ ル ・ホ ー ル

11)こ の種の為替手形 と外国為替銀行に対す る態度において.1大 陸 と.イングランドでは,大 きな違

いがあった。大陸においては,為 替手形は,:[E貨 輸 送を節約しつつ貿易を促進 させる もの として,

好意的な受け取 られ方をしていた。当時の治安状態で正貨=…1輸送す ることは,そ れが陸路であれ

海路であれ,大 きな危険 を伴 うものだったか らである。大1卸)ス コラ学者たちは,為 替取 り組み

が需給 を正確に反映するかぎり,為 替手形 の価格は公正価15ilである と考 えていた し,為 替 による

事実上の利子 も,為 替 自体が不安定なものであることを理1:…1に利子 とは見なされなか った。為替

手形の価格は天候のように常時変化す るもので あり,天 候=…1:'支配することがで きない ように,為

.替価格を支配することな ど不可能であ り,こ の危険性 をも'…1・なが らも為替業務を営む銀行家は,

ユダヤ人.のよ うな忌まわ しい金貸 し業 として非難されるべ瀞 ではな.く,賞 賛 され るべ きである,

とす ら論 じられていた(deRoover,Gresharn,PP.:L75-77.;。.

しかし,イ タリアやフラン ドル地方よりも経済的 に遅れ'.::いた イ ングランドにおいては,事 情

は異 なっていた。為替は,つ ねにイ ングラン ドを滅ぼそ うとす る外国の銀行家の陰謀 によって操

作されていて,イ ングランドか ら正貨 な奪 う手段になって.いる,と い うのが この地の一般的認識

だ った。 ド・ルーヴァーは,イ ングラン ドの為替への反感1::=は4っ の理 由があるとい う(伽4.,

PP.179-80)。1っ は,イ ングランドでは,重 金主義の伝融孟1沖世以来なお強か った こと,2っ

ぽ,為 替業務のほとんど力晃 と毛とイングランド人が反感=…=弛いりζいた外国人の手に握られてい

た こと,3つ は,そ もそも為替問題についての正確 な知識1…:P・　iヒとん どのイングラン ド人が もって

いなかったこと,4っ は,イ ングランドの政府がなお保守li.1臓地 主層 によ.って支配 されてい.たこ

と,が その理由である。 この ような春情ば,政 府 自体が商人・1=:二よっ'て:占められていたイタ リアと

か,国 家の繁栄 を外国商人の 自由な活動に委ねる7ラ ン ドル..地方の}状況 とは対称 的な ものであっ

た。
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(BlackwellHall)の 取 引所 を介 して 毛織 物 生 産 者 に資 金 を提 供 す る。 こ の資

金 は通 常,ロ ンバ ー ド ・ス ト リ.一ト(Lone..:〕石lrdl3treeDで,上 記 の 説 明 に あ る

よ うな為 替 手 形 を振 り出す こ とに よっ て謁illさ れ た滝 の で あ る。 手 形 は,冒 険

商 人 の海 外 代 理人 宛 て に振 り出 され,ア ン トワ… プ での 毛織 物 販 売 代 金 で 手形

の約 束 を履 行 す る。 為 替 に支 払.つ た後 の残 金 は,ア ン トワー プ で ロン ドン宛 て

為 替 手 形 を振 り出す こ とに よ って ロン ドン.へ.送金 され る。 この よ うに,イ ン グ

ラ ン ドの貿 易 商人 は,通 常,ロ.ソ ドン にお 〆(:「'貨 幣獲 得 人」(taker)で あ り,

ア ン トワー プ にお い て 「振 り出 し人 」(del….ver.f:]')で あ った(Malynes,Can-

ker,1601,p.39.)。

も し,ア ン トワー プ での決 済 資 金 が不 足 すれ ば,ア ン トワー プで ロン ドン宛

て手 形 を振 り出す こ とで,フ レ ミッシ ュ貨 を調 達 して い た。 この借 金 は,ロ ン

ドンで再 度 ア ン トワー プ手形 を振 り出す ご.と.に,よって償 う,と い う形 で追 加 信

用 を得 る こ とが で きた の で あ る。 しか し,こ の よ うな金 融 操 作 は,コ ス トが 高

くつ き.資 金繰 りが この た め に行 き詰 ま る1=.と 竜、し ば しば あ った(Tawney,

Introduction,P.76)、

1650年 ま で に は,為 替 手形 が裏 書 き され.『1::流通す るよ うに な った ら しい。 同

じ く,ド ・ル ー ヴ ァーが紹 介す る手形 を引.≡目す る こ::とに.する。

InLondon,adyle161hJamユary:[650
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1650年1月16日,ロ ン ド ン'

£50st.,換:萱1に ⊇;韓.57s.6d、.1.

こ の 第1の 為 替 手 形 は,ジ ャ ッ ク ズ ・ホ イ ズ 氏,もi..,く は 氏 の1=旨図 人 に £1st.当

た り,37s.6d.fl.の 比 率 で,£50st.に 相 当 す る 額 を 支 払 う こ と を テ量す 。 私 の 第2

の 手 形 で は 支 払 わ れ な い 。 こ れ は,ジ ョ ン ・フ レ デ リ:、・ク 氏 と ト … マ ス ・ ロ ゥ ズ 氏

か ら 得 た 額 と 同 じ で あ る 。 こ の 額 を 指 図 さ れ た 勘 定 に.・.:)ける.:1と 。

あ な た の 親 愛:な る 友

ジ ェPニ モ ・」'マ.スカ ル

リ チ ャ ー ド ・ ヴ ェ イ ル 氏 と ジ ェ イ コ ブ ・ジ ャ シ.ク 氏旨:=.

ア ン ト ワ ー プ 商 人

引 き 受 け 人 一 …

ジ ャ ッ ク ・ホ イ ズ

この 手形 は,「 受 け取 り人 」 へ の支払 いが 約 束1…i.れて い る。 ここで は,ジ ャ

ック ・ホ イ ズか,そ の 委 託 人 が 「受 け取 り人 」 「:iある。 しか も 「受 け取 り

人」 の裏 書 きが あ る。1611.年 の 手形 に は,「:我 々(i:堪り定 にっ け るよ うに」 とい

う文 言 が あ った が,今 度 の手 形 で は,「 指 図 され プ.=勘定 にっ け るよ うに」 とい

う文 言 に替 わ づ,てい る。 つ ま り,手 形 σ)中で は ど、::.の勘 定 にっ け るか とい った

指 図 は な く,別 途,振 り出 し人 が,振 り出先 相手 に指 図書 を 出す とい う習慣 が

定 着 し始 め た と考 え られ る(Holdsworth,Historyニ ニrEnglish.Laws,VIII,p.

153)。

VIIポ ン ド建 て で あ った こ11::の意 味

為 替 レー トは,正 貨 の鋳 造 費用 で決 ま る もの で あ る こ とは 当然 の こと と され

て い る。平 価 か らあま りに も長期 間,為 替 レー ト.が乖 離 した ま ま で あ る と,必

ナ 正 貨 の流 出入 が 生 じて,そ の乖 離 ば解 消 に向 かllも の と信 じ られ てい るか ら

で あ る。 しカ・し,16・17世 紀 の鋳 貨 は・1国 内 です ら・錯 綜 した もの で あ り'

貿 易 決 済 にそ の うちの特 定 の 鋳貨 が使 用 され て い た=わけ で は な:かった 。 しか も,

金 貨 に い た っては,商 人 間 では 各 国 の通 貨 条例 でi央め られ て い る レー トで は な

くて,市 場 レー トで流通 して いた 。 つ ま り,鋳 貨 が内容 が頻 繁 に変 化 して いた
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上 た め に,同 じ額面 価 格 の 鋳 貨 で も,新 しい もの と,古 い もの との間 に4t内 容

的 に か な り異 な って いた の で あ る。 た と貞.ば,エ リザ ベ ス時 代 に は鋳 貨 の 内容

を向 上 させ たが,だ か ら とい って,内 容 的 に劣 る古 い鋳 貨 が害胸 引か れ て 通 用.

す るの で は な く,額 面 通 りに,つ ま り,過.葛'評 価.され 六二ま ま流 通 して いた 。 こ

れ は,イ ン グ ラ γ ドだ け で は な く,フ ラ ン:ド..・レ地:加 ・こお い て も同様 で あ った 。

イ ン グラ ン ドで は,1576年 に ス タ 一層リン グ とフ レ ミッシ ュ貨 との正 しい平価

を算 定 す るた め に,そ れ ぞれ の鋳貨 の 内容 を分 析 した こ とが あ る。 しか し,そ

の結 果 は,£lst.当 た り24s.7d.gr.か ら28EL2d.gLま で の幅 が で きて しま

った 。 つ ま り,鋳 貨 の 内容 自体 が一 定 し'.::いな:かった ので あ る(deRoover,

Gresham,p.130)。

ユ6世紀 の フ ラ ン ドル地 方 の通 貨 制度 は,ス テ ィヴ ェル(stiver)を 基 礎 と し

て いた,,そ の上 に2種 類 の ポ ン ドが あ った..、:[20ス テ ィ ヴ エル のポ ン ド ・グ ロ

ー トと,20ス テ ィ ヴ ェル の ポ ン ド ・アル トア(乱rtoi:)で あ る。後 者 は,グ ル デ

ン(gulden).と か,フ ローーリン(florin)と も呼 ば れ て い た。 国際 的 に使 用 さ

れ た の は前 者 で あ る。 ポ ン ド ・グ ロー トは.,イ ング ラ ン ドの呼 称 と 同 じ く,シ

リン グ,ペ ンス に分 割 され て い た。 標 準 甑:.な表 記1よ,£,S.,d.,gr.,で あ った。

た だ し,こ の分 割 は 内容 に沿 った もので は な く.フ レ ミ ッシ ュ貨 の小 額 貨 幣 は,

ス ター リン グに対 して過 高評価 され てい た:し,高 額 貨 幣 は,逆 に過 小 評価 され

て い た。 この よ うな状 況下 で は,そ もそ も]/iiしい平価 が なにか を確定 す る こ と

は,事 実上 不 可 能 で あ った ろ う。

貨 幣 的 混乱 が常 態 で あ る下 では,銀 行 業 は為 替 レ… ト}こ利 益 を織 り込 ま ざ る

を え な くな る。 事 実,当 時 の為 替 レ ーートは,金 利 を 含ん でい た。 た と えぼ,ロ

ン ドン とア ン トワー プ の鋳造 価 格 費 用 かIil;見た と き.の 平 価 が,£1st.=22s・

4d,gr.で あ る と仮 定 され れば,ス タ 一一リ ン.グ貨 で の貸 し付 け が ロソ ドソで行 な

わ れ るか ぎ り,ロ ン ドンで振 り出 され るニス1.タ.・一・リン グ建 て1か 月 の ユ ーザ ンス

付 きア ン トワー プ宛 て手 形 の価 格 は,フ ン.ミッ シ拡貨 で表 現 して,つ ね に平 価

よ りも高 くなけれ ば な らなか った。 そ して,ア γ トワ ・一プ で振 り出 され る手 形
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は 平 価 よ り も低 い レ ー トで な けれ ば な ら な か った 、:つ ま り,Pン ド ソ に お け る

手 形 は,た と え ば,22s,6d,gr.で あ り,ア ン トワ.一 プ に お け る手 形 は,22s.

2d.gr.で な け れ ば な らな か った 。 こ の 開 きは,利.:iF」1率[に 網 当 す る もの で あ っ た 。

この 数 値 は,1564年 の 為 替 に 関 す る王 立 委 員 会 の.…ll:1告に.見 られ る 。 平 価 の22s.

4d.を 上 回 る価 格 が 利 子 率 で あ る,と い う点 は,ヴ ィル ソ ソ も証 言 して い る。

銀 行 家 が ロ ソ ドソ に お け る 資 金 提 供 に よ っ て利 益 を得 る の は,

「ロ ソ ドソ か ら ア ン ト ワー プ宛 て に 振 り出 噛i…1れた 手 形 の 方 が,ア ン トワ

ー プ か ら ロ ン ドン 宛 て に 振 り出 され た 手 形 よll〕 ～SIllst.に つ き3d.か ら

4d,ほ ど価 格 が 高 い こ と に よ る」(Wils⊂ ・n,2:〕1.31=σ7〃」r`～,pp.306f)。

ロ ン ドン で ス タ ー リ ン グ貨 を貸 し付 け る べ く,「 ・・ソ ドγ振 り出 し,ア ン トワ

ー プ宛 て 手 形 を 購 入 し た ロ ン ドン在 住 の 銀 行 家 の ア ン トワ ー プ に お け る代 理 人

は,1か 月 の ユ ー ザ ン ス の 後,契 約 通 り,£lst.iil≦ た1)22s.5d.gr.の フ レ ミ

ッ シ ュ貨 を 入 手 す る。 代 理 人 は す ぐ さ ま,ア ソ ト ワ….プ に お い てPン ドソ宛 て

の 手 形 を 購 入 す る 。 こ こで は,£1sL当.た り,2漏:;～d.g:r.で あ る の で,こ の

時 点 で 銀 行 家 は,£ ユSt.当 た り9:d.gr.の 利 益 が..1::;がる こ二～二に な る 。 こ れ は,

銀 行 家 の 資 金 提 供 が ア ン トワ ー プ で 行 わ れ て も同 じン利 益 が1得 られ る。 ア ン ト ワ

_プ で は
,22、.2d.9,.の 資 金 で £1・t.の 手 形 が 入 手,(}　 ・る・ ・ ン ドソ で 得 た

£1st.で,今 度 は,ア ン ト ワ ー プ宛 て 手 形 を購 入 す れ ば,ア ン ト ワ ー プ で

22s.6d.gr.の フ レ ミ ッ シ ュ貨 を 得 る こ.と が で き,同 様 に9:d.gr.の 利 益 を 得 る

こ とが で き る。 ア ン ト ワ ー プ 宛 て の 手 形 の 方 が,F・:・ ソ ドγ 宛 て 手 形 よ り も高 い

価 格 を 維 持 し て い るか ぎ り,資 金 提 供 が,ロ ソ ドニ・に 盛穿い て は ス タ ー リ ン グ で,

ア ン トワ ー プ に お い て は フ レ ミ ッシ ュ貨 幣 で行 な い,そ れ ぞ れ,戻 し為 替 を 購

入 して お け ば,最 初 に資 金 提 供 した 地 域 で そ の 地 の 通 貨 に よ る利 益 を 確 保 で き

る とい う理 屈 に な る。 つ ま り,・ ッ ドソ匹・おけ る齢 額 が降 な と きiこは・

ロン ドン とア ン トワ ープ との 手形 の価 格 差 は太 き1くな り,Pン ドンで振 り出 さ

れ た手 形 の方 が,フ レ ミ ッシ ュ貨 で表 現 され た と胞.ア ン トワー プ で振 り出 さ

れ た 手 形 よ りも高 い とい う条 件 は維 持 され る。 ・i…:・れ は、 ロ ソ ドソに お け る事 実
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の利子率が高 くなった ことを意味す る。 ロン ドンにおけ るス ター リング資金需

要 が 小 さ くなれ ぼ,フ レ ミ ッシ 。、貨 で表 現……:れた ・ソ ドンの手 形価 格 は低 くな

り,事 実 上 の利 子率 も低 くな る。 逆 に ア ン ・ツ… プで の フ レ ミッシ ュ貨 資 金 需

要 が 旺盛 に なれ ば,フ レ ミッシ.、貨 で 表現…i;れた ロ ン ドンに お け る為 替価 格 は

低 くな り,ア ン トワー プの資 金 需 要 が 少 な::な れ ば,ロ ソ ドソの為 替 価 格 は 高

くな る。 この局 面 を マ リー ンズ は,つ ぎの よ うに 表現 してい る。

「海 外 で貨 幣 が豊:富に なれ ば,為 替 手形 の価 格 は 上昇 し.海 外 で貨 幣 が

不 足 す れ ば,為 替 の価 格 は下 落 す る,と い うのが公 理 で あ る。 とこ ろが、

イ ン グ ラ ン ド内部 にお いて ぽ 逆 の事 態 が 生 じ る。 こ の地 で貨 幣 が 豊 富 に な

れ ば,為 替 の価 格 は下 落 し,貨 幣 が不 足 すれ ば,為 替 の価 格 は上 昇 す るの

で あ る」(Maユynes,Canker,p.28)。

この文 章 は,言 葉 が足 りない た め に分 か りに くい。 当 時 の イ ング ラ ン ド商人

に とって,為 替 手形 の価 格 とは,ス タ ー リアグ建 て為 替 手形 の フレ ミッシ ュ貨

で表 現 され る価 格 の こ とで あ った 。 「海 外.'1:i貨幣 が豊 富 に な る」 とい う こ とは.

イ ン グラ ン ド人が ア ン トワ ープで 保有 す る7レ ミ ッシ.。貨 のバ ラ ンスカ増 え,

ス タ ー リン グ貨 へ の転 換需 要 が増 え る こ とで あ る。 この とき,ス タ ー リ;/グ 建

て,ロ ン ドン向 け,ア ン トワー'プ振 り出 し.…　雲形 の フ レ ミッシ ュ貨表 現価 格 は上

昇 す る こ とに な る。Pン ドンで ス タ ー リン グ貨 のバ ラ ンスが 増 え,フ ン ミ ッシ

ュ貨 へ の転 換 需 要 が増 えれ ば,ス ター リ ング建 て,ア ン トワ ー プ向 け,ロ ン ド

ン振 り出 し手形 の フレ ミ ッシ ュ貨 表 現価 格1⊇iミ低下 す る。 」マリー ンズ は,そ の よ

うに説 明 した か ったの で あ る。 この価 格 形li　llなら合理 的 な もの だが 、 実 際 には,

そ の よ うに な って い な い。 ロソ ドソ振 り出 し手 形 の フ レ ミ ッシ ュ貨 表 現 価 格 は.

つ ね に,平 価 を下 回 って い る上 に,ア ソ トツ…プ で の価 格 は,さ らに.ロ ン ド

ンで の価 格 よ りも,低 く位 置 づけ られ て い る。 イ γ グラ ン ド商 人 が,他 な らぬ

ス タ ー リン グ貨 を大 陸 の銀 行 家 か ら借 り入 れ よ う・i:二す るか らで あ る し'イ ン グ

ラ ン ド商 人 の そ の種 の借 り入 れ需 要 が減 退 す れ ば,大 陸 の銀 行 家 は ス タ 　 リ ン

グ手 形 の 買 い取 り業務 を停 止 して しま うの であ る。 つ ま り,ス タ ー リン グ建 て

睦
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手 形 を,ロ ン ドン とア ン トワー プの 両方 の金融 市 場 「::売買 し,ロ ン ドンで は ス

タ 」 リン グ貨,ア ン トワー プ では フ レ ミッシ ュ:貨に 、;:1る貸 し付 け業 務 を利 益 の

主 要 源泉 とす るか ぎ り,イ ン グ ラ ン ド商人 は,つ ね に不 利 な金 融 的取 り引 き を

余儀 な くさせ られ る。 手 形 の建 て値,売 買 の あ り方0も の に,通 貨 当局 は介

入 す る必要 が あ る。 マ リー ソ ズの主 張 は,こ の点 に集 約 され る ので あ る。

実 際 廃 止 され る必 要 は な いが,規 制 され るべ ぎr…:}ある との認 識 の も とに,

為 替 調 査委 員会 が過 去 幾 度 とな く開 設 され てい た12)、,「 王.立:為替 委 員 会」(the

RoyaユCommission)が それ であ る。 この委 員会 ぽ,,:.564年,1576年 ,1586年,

1600年,1621年 と開 かれ,そ の都 度,報 告書 が 作成 で…iれた,,1564年 の報 告書 は,

為 替手 形 が 利 子 を隠 して い る こ と と,為 替手 形 の価 格 が交 易条 件 を左 右す る と

い う認 識 が 出 され て い て,イ ン グ ラ ン ドにお け る不 利 な交 易条 件 の救 済 策 が模

索 され て い る6イ ン グウ ン ドの為 替 が平 価 よ り も低 い た:めに,イ ン グ ラ ン ド製

品 の輸 出価 格 が低 く,外 国品 の輸 入価 格 が高 くな る 、1:.1.・う交 易条 件 の不利 さ を

是 正す るた め には,輸 出 を伸 ば して 輸入 を削 減 す る1:二と,フ ラ ン ス の 正 貨

(Frenchcrown)に 対 しての み,イ ン グ ラン ドの正.1≡…i`を'渡し,・.rン グ ラン ドの

正 貨 が低 地 諸邦 で 流通 す るよ うに努 力す る こ と,為 齋 手 形価 格 を維 持 す るた め

の平 衡 勘 定 を設 定 す る,イ ン グ ラ ン ドの 毛織 物 市場 を もっ と東 方 に開 拓す る こ

と,関 税 を改革 す る こ と,等 の提 言 を した.後,報 告=1!1.は,為 替 の詳 しい専 門家

に よる研究 の必 要 性 を政 府 に訴 えて い る。 この提 案1こ:,:;:に,委員 で な か った トー

マ ス ・グ レ シ ャム(ThomasGresham)の 意 見 が濃lli;::::=反映 され て い る と.ド ・

ル ー ヴ ァー は言 う(deRoover,Gresham ,p.192)、 、 しか し.,景 気 の 回復 が早

期 で あ った.こ と もあ っ て,こ の委 員 会 の提 案 が採 用 され る こ とは なか った。

12)た だし,外 国の商人,銀 行家へのイングランド人の反感は,・.γ グランド経済への政府介入を

容易にさせる土壌を形成した。ヘンリー皿世は数々の制限を外F…:1商人に課し.たが,そ れでも効果

はほとんどなかった。政府が有力な商人に相談すること竜.なく,採 用した政策も正貨輸出の禁止

といった古臭いものだった。1487年にはドライ為替への禁止措雌…1が打ち出され,1531年 には為替

と戻 し為替が国王の許可制になった。1551年 にはすべての為替詞…1形が禁止さ:h.た。しかし,い ず

れも,ロ ソドソの商人自体がこの措置に音を上げて,即 刻廃止忠…れたという経緯を経る。為替手

形なしには一切の貿易が遂行できないというロンドンの商人の訂…iえが効を奏した、のであ る(de
Roover,Gresham,PP .182-83)。
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1576年 の委 員 会提 案 は,前 回 の もの よ りも さ らに激 し く外 国銀 行 の 悪意 を

攻 撃 した。 そ こ で,私 的 な銀 行 に対 して為 替 業務;き襟 止 し,か っ て の勅 許 為替

業 者(RoyalExchanger)を 復活 させ て,為 替業 務 に課税 す るべ きで あ る とい

う提 案 が 出 され た。 この と きの委 員会 に は グレ シ ャ ムが 参 加 してい た 。1586年

の不 況 の と きの委 員会 で も,外 国 銀行 家 のliil謀に よ って,正 貨 流 出 と貿 易 阻害

とが 引 き起 こされ てい る との立場 は,依 然1:二して貫 かれ て い た13)。

つ ぎ の1600年 の委 員 会 の 中心 メソ〆:一が造 幣:局/i憂官の リチ ャ ー ド ・マ ー チ ン

(RichardMartin)と 並 ん で マ リー ン ズだ った 。 この委 員会 は,イ ン グ ラ ン ド

か らの正 貨 流 出 の 理 由 を以下 の4っ の 点 に:求:めたr鋳 造 価 格 が 市場 の金 銀 比価

を正 確 に反 映 して い な い こと,為 替 が 外 国銀 行 家 に二よ って恣 意 的 に操 作 され て

い る こ と,外 国 商 品 の過 高 評 価 輸 入 代 替 が進 行 し'てい ない こ と,等 々で あ る

(Beer,EarlyBritishEconomics,p.137),、 中 で もマ リー ンズ は.報 告 書 とは

別 に 自己 の意 見 書 を提 出 し,平 価近 くに為替 手形 価 格 を維 持 す る こ とを最 優 先

に考 えて い た(Beer,乃 鼠,.PP..137f〔)。 しか し,マ リ一一ンズ の この提 案 ぽ政 府

に よ って無 視 され,ス タ ーツ ソ グ銀1.ト1・ レ1..・ ポ ン ド当 た り,こ れ ま で の

£2.18s,2d.SL.か ら,£3st.に 鋳造 価 格が{;:1き上 げ られ て,ま す ます,為 替 手

形 価 格 は下 が る こ とに な り,そ れ に合 わ せ て1鋳 貨 の伺五値 が 次 第 に引 き下 げ ら

れ て行 った 。 その こ とが 物価 を上 昇 させ て.,国 内景 気 を高揚 させ る とい う議 論

が大 勢 を占 め てい た の で』あ る。1621年 の委 員会 で も,鋳 造価 格 の引 き上 げ が提

13)も ち ろ ん,ロ ン ド ン ・ア ン トワ ー プ 間 の 為 替 閣Iil;が逆 転L..て,ア ン ト ワー プ手 形 の 方 が 価 格 的

に高 くな って しま え ば,ア ン トワ ー プ の 銀 行 家 は.…〕li.li経を受 け'る。 し か し,当 時 の β ン ドソ金 融 市

場 は,ア ン ト ワー プ の 衛 星地 域 で あ り,ユ ・一ザ ン.;く.も].か 月 と短 く,商 業 取 り引 き も頻 繁 で あ っ

た た め に,貸 し付 け者 の ア ン.トワ ー プ銀 行 家 の 意 向 に 沿.う 形 「コ(事 実 上 の 利 子 率 に 連 動 し て)。

両 地 域 の 為 替 は か な り平 行 的 な動 き を見 せ て い た.加.え て,ポ ン ド ・ス タ ー リ ン グの 価 値 が,大

陸 の貨 幣 に 比 べ て 安 定 して い た こ と も,為 替 関 係{i=.逆転 さ せ な か っ た 重 大 な 要 因 で あ っ た。

基 礎 に な っ て い る 貨 幣 の 母 国 の 為 替 手 形 の 方 が1嘗 て値 され て い る 国 の 手 形 の 価 格 よ り も つ ね

.に 高 か っ た と い う の が,当 時 の 一 般 的 な 姿.で あ っ.嬬 ヴ 。、ネ チ ア とア ン トワ ー プ と の 為 替 の基 礎

は ヴ ェネ チ ア ン ・ダ カ ッ ト(Venetianducat)でi毛;lpl・ パ リ ・ア ン トワ ー プ 間 で は7ラ γ ス の エ

キ ュ(6cの 力湛 礎 に な って い て,そ れ ぞ れ,ヴ;1Lネ チ ア,パ リの 為 替 手 形 の価 格 の 方 が.ア ン

トワー プ 手 形 の 価 格 よ り も高 か った.の で あ る。 こ:;:=・関 係 は,18世 紀 ま で 続 い た も の と想 定 さ れ て

い る(deRoover.Gresham,p.149)。
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案 され た。 ミッセ ル デ ソな どは,明 確 に この 路線 を支 持 して い た(Misseユden,

FreeTrade,p.106)。 当然,マ リー ソ ズは この五…各線 に反 対 してい た が,彼 の

提 案 は つね に拒 絶 され た。 当 時の 商人 た ちは,鋳 貨価 値 の下 落 の方 を有 利 と考

え て い たか らで あ る(deRoover,σrθ5ゐ α7π,pp.:.'99.一・200)。

為 替 委 員 会 は イ ン グ ラ ン ドの景 気 後 退 の度 に開 催:され たが 、 景気 が回 復 す る

と,委 員会 の提 案 の こ と ご と くが無 視 され る といilパ タ … ソを繰 り返 して い た。

景 気後 退 が あ るご とに,外 国銀行 の悪 意 が問題 に.:1=れてい た とい う こ とは,外

国銀 行 が ス ケ ーープ ・ゴ ー トに な って い た とい うこ1二で あ ろ う。1564年 の不 況 は

短 か ったが 厳 しか った 。 エ リザベ ス の改 鋳 に よ っ.'1:ピ鋳 貨価 値 が上 が り,国 内

に デ フ レ ー シ …ユンが進 行 し,低 地.諸邦 との通 商 関 係 の.一一・時 的 な途 絶 が あ った 々

らで あ る。1576年 に は スペ イ ンに よ るア ン トワー プにお け る虐 殺(theSpan-

i、hF。,y)事 件 で イ ン グラ ン ドの 冒険 商人 た ち 　;・、 ・2,… ク ラ ウンの損 害 を被

った と言 われ て い る。つ ぎの1586年 の不 況 も厳 し:いった 。1621年 の不 況 は過 去

最 大 の もの で,こ れ は,ド イ ツ三十 年 戦 争(1618.4`)の あお りを受 け て,ド イ

ツ市 場 へ の基 地 で あ る・・ソブ ル クで の ・イン グラ ン ドの毛 織 物 が ま った く売 れ な

か った(Misselden,CircleofCommer`6,PP.]・]・ 〔:1,114)・ さ らに・1621年 の

低 地 諸 邦 の 宗教 紛 争,1624年 の イ ン グ ラン ドとス ペ イ ン との衝 突 な どに よ って,:

不 況 は 長 引 い た。

もと も と,イ ン グ ラ ン ド経済 は,毛 織 物 とい うii・垂.一一一の輸 出品 を ドイ ツ と低 地

諸 邦 の2っ の市場 の み に限 定 され て いた とい う弱 点 を もって い た。 この弱 点 を

克 服 す るた め に設 立 され た イ ギ リス東 イ ン ド会社 もほ と.んど市 場 開 拓 の実績 を

上 げ る こ とが で きない で い た の で あ る。

お わ り に

その状況下 で,せ めて金融的従属か ら脱却 しよ うとす1る方策 を発 見 しよ うと

していたマ リーソズの考 え方は,グ レシャム とと.も1こ,薗 国権 力 を動 員 して国

内 ・国外の金融市場 を支配す る営為 を具体化す ることだ ったのであ る。.ただ し.
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マ リー シズ を含 め た16世 紀 の イ ン プ ラン ト1.の重 商 主義 者 た ちは,為 替 の価 格 差

が銀 行 家 の利 益 の源 泉 であ り,為 替 が平 価 か ら乖 離 して い るか 否 か は,銀 行 家

の利 益 に と って は なん の意 味 を も もた な い こ とに気 づ い て いて も,外 国 の銀 行

家 た ちが 平価 を下 回 る低 い為 替 価 格 を意 匠幽的 に演 出 す る と ころが ら,正 貨 が イ

ン グ ラ ン ドよ り流 出す る との考.え(deR(;'1;v/'61',IG!r6・5勧7π;p.146)を 捨 て切 れ

な い で いた。 外 国鋳 貨 の 国 内流 通 禁 止 こそが,ス タ … リン グ為 替 の 平価 割 れ を

生 み 出す 元 凶 で あ った こ とへ の認識 もあ`.た が,ミ ッセ ル デ ン との 論 争 に 見 ら

れ るよ うに,低 為 替 に よ る国 内貨 幣 量増 加 を テ ・・1とした 国 内景 気 浮 揚 効果 を狙

う考 え方 の集 団 との角 逐 が,為 替 の平価 維il寺とい う:政策 を不 発 に終 わ らせ た。

イ ン グ ラン ド経済 の従 属 性 が貨 幣 改 革 の 最::たの障 害 とLなって いた の で あ る。

引 用 文.1献

〔1〕Antwerp,Belgium,MunicipalArchiv.…1… …1.工ns(レLventeBoedelskamer:Nos.446,

790.BillsofExchange.

〔2〕Beawes,WyDdham,L既 福 θκ α`orゴ α.R.1`伽 ゼ巳p`:し`,rtheMerchant・51)ヶ θ060グ ッ,

3ded.,London,1771.

〔3〕Beer,M.,EarlyBritishEcono:痂`5、.肋 万7ぬlXπ1♂ 乃,o彦heMiddleofthe

XVIIIthCentury,Lon.don:GeorgeA[lenand.Unwin,1938.

〔4〕Bloch,M.,Esquゴ ∬ed'unehistoric揃 幅 α加d2昭 πroρ θ,CahiersdesAn・

nales,9,Paris:Lib.ArmandColin,19:i・=L

〔5〕Brenner,Y.S.,"TheInflationofPi・ 」(茸esin:[il:ngland,1552-1650",Economic

His如ryReview,2ndever.,Vol.15.

〔6〕Bri亡ishMuseum,CottonMSOtho.P;.1〔:1.i:Addi1:ionalMS10038.

〔7〕Buckley,H.,``SirThomasGreshamandtヒLe.ForeignExchanges",.E`ono,

別 ∫ごJournal,Vol.34,1924.

〔8〕CalenderげStatePaper∫,11641一 一1643.

〔9〕Cipolla,C.M.,Honey,Pアicesand::1蛎 伽`WonintheHediterraneanWorピ

～4:Fifth如SeventeenthCentury,NewYork:GordianPress,196乳

〔10〕Coats,A,W.,"In:DefenseofHeck…1〔=1:[■erandtheIdeaofMercan亡ilism",

3`,andinavian五conomicHistoryRevieに 二・,Vol.:;.1957・

〔11〕Coleman,D.C.,``EliHeckschera【 】1:h=]:IIdeaE!,。fMercantilism"・8`伽4ゴ7



G・ マ リ ー ン ズ の 外 国 為 替 論 〔z)(37)37

刀avianEconomicHistoryI～eview,Vol,5,1957.

〔12〕deRoover,R.,GreshamonForeignExchan,`!l,Carnbridge,1949.

〔13〕deRoover,R・,Mb栩 ツ,BankingandCv・edi産 出・霊.日 旋`RaevalBruges,Camb-

ridge,Mass.=TheMediaevalAcademyo=FAnn:}!・:[cεL.
、1948.,

〔14〕D'Ewes・S・,TheJournal∫ げAlltheParh':l」 クエ1?;,'.t5.DuringtheReignげ

QueenElizabeth,London,1682,

〔15〕Die亡z,F.,EnglishPublicFinan`.θ,1558-164:11.NewYork,1932.

〔16〕EncyclopaediaoftheSocialSciences,III,"E,1:1・li…mac}】.i,Philip",NewYork,

1935.

〔17〕Feavearyear,A.E.,ThePa.andSterling;.ぞ1..F石5のr.'vo/・EnglishMone:y,

Oxford=ClarendonPress,1931.;邦 訳,一 ノ 瀬 篤 ・1川 合 ・研 ・中 島 将 隆 訳
,『 ポ ン

ド ・ ス タ ー リ ン グ … イ ギ リ ス 貨 幣 史 』,新 評 論,19:;2年 。

〔18〕Geoges,SirArthur,ATrueTranscriptam'.PublicationofHisハ44ノ θ5躍 θ5

LettersPate刎 ノb7・anOffice彦o.beErected,Loi二LI:』 ⊃rL,1611.

〔19〕Gould,J.D.,"TheTradeCrisisoftheEar】:}Il62:1γsεmdEnglishThough亡",

JournalofEconomicHis如ry,Vol.15,1955 .

〔20〕Gould,J.D.,``TheDa亡eofEngland'sTree.ε.1】r.∈.b,⊂lreignTrade",Jbμr.

ηαZqデEooηoηzfo石 「istory,Vol.15,1955.

〔21〕Hinton,R・W・K・,"TheMercani;HeSy.stem:[:旧lieTimeofThomasMun",

EconomicHistoryReview,2nd.ser.,Vol.7,191:.5,

〔22〕Holdsworth,W.S.,AHistory(ゾ.EnglishI.,:口=e・,vol.,V,London:Methuen

andCo.,1924,Vol.VIII,London,n.d.

〔23〕Judges,A.V.,"PhilipBur:lamachi:aFina】 甑1=:k…1】:・1)f.c1・1.eThirtyYears,War",

Economica、VI,1926,PP.285-300.

〔24〕Johnson,E.A.,"GerarddeMalynesandt1-ll∋.TheoryoftheForeignEx-

changes",AmericanEconomicReview,Vi〕1,r,:「 .933.

〔25〕Johnson,E.A.,Predecessor:;(ゾAdamSmith:,:NewYo】rk,1937,

〔26〕Kirk,R.E.G.andKirk,E.F.,Re彦urn:5qプ'、rl、he.,鱒.iDuりtillingintheCity

ζzη613μ うz67・bsofLondon,Vol.23,Aberdeen,1901こ1.・.1:)B,.」

〔27〕Letwin,W.,TheOriginsof.30づ8漉 ガcEoo%1,;lli・ ゴ.c.5.,L。ndon,1963.

〔28〕Malynes,Gerrardde,SaintGeorgeforEnglo.蜴=.Allegorica〃yDescribed,

1601.

〔29〕Malynes,Gerrardde,TheCankerげEηg♂ α,.1`=isCommonwealth,1601.

〔30〕Malynes,Gerrardde,Englands'View,intheiコ.1伽 α,g ∫々ηgげTwoParadoxes,

1603.



38

(31)

C32)

(33)

C34)

(35)

C36]

(37)

C38~

C39)

C40)

(41)

C42~

(43)

C44)

C45)

C46)

C47)

C4s~

C49)

C50)

(51)

(52)

C53)

C54)

(38) ~.149~ ~1•:

Malyned, Gerrard de, The Maintenars

Malynes, Gerrard de, The Center of .

Malynes, Gerrard de, Lex Mercatori.

Malynes, Gerrard de, marzuscrig~t, ""I'

Klalynes, Gerrard de, manuscript, "

Great Britain ", 1610.

N[alynes, Gerrard de, "Treatise of 7.'i

Harl. MS 513.

N[eCulloch, J. R., Odd and Scarce Tr

NHlles, Thomas, The Customers Replr

Mints, L. W., A History cf Banking

United States, Chicago: University of <;

Misselden, Edward, .Free Trade, or t.

London, 1622.

Misselden, Edward, 'The Circle of Co

London, 1623.

Nfuchmore, L., " Gerrard de Malynes

of Political Economy, Vol. 1, No. 2, Fall

Reich, Henry, Rymer's Foedera, Vol.

Richards, R. D., The Early History

S.King and Son, Ltd., 1929.

Roberis, Lewes, The iVlerclzant's Map¢

Royal Commission on Historical l~fami

of the Most Hon. Marquis oJ' Salisbury,

Salisbury Manuscripts, London, 6, 18!:

Salzman, L. F., English 'Tradei'n t/i~

Pre:>s, 1931.

Shaw, W. A., The History of Curre:~

State Papers Domestic, Eliz. L; Charls

Stone, L., An Elizabethan: Sir 13orat

Supple, B. E., "Currency and Comrna

tury ", Economic History Reviero, 2nd si

Supple, B. E., " Thomas 1yQun and th~

of the Institute of Historical Resec;rch,

Supple, B. E., "An Elizabethan: Sir

.'I f,

~; e cpF 1' ree: Trade, 1622.

1er, C.'ircle of Commerce, 1623.

1st ed., 1622.

;erst:ire o1: 7Cripartite Exchange", 1610.

. 'I'reati ;e of the Royal Merchant of

i.pau~tit[: Exchange", British Museum,

a.ets ort Money, London, 1856.

r, f ondon, 1604.
'l'i'

zeorv i~z Great Britain and the

::icasgo'f°ress, 1945.

~~: 4h'eanes to Make Trade Florish,

sa.rncrce or the Ballance of Trade,

m.d. Nlercantil.e Economics ", History

L:a69.

18, 1627.

y~ .&6zrzk ng in England, London: P.

c,f Cornnxerre, London, 1638.

vu;r pt, C.."alendar of the Manuscripts

T?'a.rt 4, London, 1892.

°i. ; 8y 1.899.

PiTiddle E1ges, Oxford : Clarendon

; y, 1252 to 1894, London, 1896.

1.
'
o iPalavia~:rao, Oxford, 1956.

tc:e; in the Early Seventeenth Cen-

:r., 'Vo1. 10~, 1957.

i.cnnmisrc:ial Crisis, 1623 ", Bulletin

Vcd.. 27, 1954.

1-lnratio Pa.lavicino", Explorations in


